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	特集	 DIHS（仮）今月号の特集は「臀部の皮膚疾患」である．臀部
に現れる皮膚病は，炎症，腫瘍，感染，薬疹，形成
異常など実に多岐にわたることに驚かされる．臀
部は座位で常に体重・負荷がかかる点，肛門周囲
であり細菌や真菌に汚染されやすい点，さらにお
むつをしている人なら蒸れや物理化学的刺激が加
わる点，などの特殊な環境要因が付加されるため
に，皮膚病変が修飾されて複雑になったり，非典
型的になったりして診断に苦慮することも多い．
皮膚科医にとっては経験と想像力が求められる，
やりがいのある部位別病変なのかもしれない．
しかし小児の臀部の皮膚疾患は成人ほど多彩で

はない．Common diseaseはおむつかぶれで，これ
はおむつ着用時期にはほぼ100％の小児が一度は
経験すると言っても過言ではない．「ついでにお
むつかぶれもみてもらってよろしいですか？」と
聞かれることは日常茶飯事である．おむつ部カン
ジダ症だけを否定すれば，ほぼおむつかぶれであ
る．まずはスキンケア方法を伝授する．最近は核
家族が多いため，新米ママにはおばあちゃんの知
恵袋的な教育がまったくされていないと感じるの
で，私がその代わりを務めているつもりである．
しかし最近は昔のようなひどいおむつかぶれは
減ってきている．それは日本のおむつが素晴らし
く高品質になったからである．ある有名ブランド
メーカーのおむつ開発部の研究者と一緒に仕事を
する機会があったが，彼らは実に熱心に膨大な時
間と投資をして，さらなるおむつの品質向上に向
けて，研究を続けていることに感服させられた．
蒸れにくいおむつはもとより，おむつの表面にワ
セリンのようなものをコーティングして皮膚炎を
防ごうとさえしている．中国などの旅行者が，こ
の日本の高品質のおむつを大量に爆買いしていく
とも聞いている． （N.B.）
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